
授業科目介護実習 l
［担当教員名］
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: ： i 対象学科 i 
: : : : ； 必修・選択 i 
: : : : ： 時間数 i 

社会

介護福祉コース必修選択

90 

＜一般目標： GIO>

講義・演習・介護実習指導 Iで学んだ知識に基づいて、要介護者との人間的なかかわりを深め、要介護者が求めている

介護のニーズについての理解力、判断力を養う。

<＿行動一目標： S-B-O>

1、施設利用者との人間的なふれあいを中心として介護のあり方について理解できる。

2、利用者を中心とした施設職員の連携や役割について理解できる。

3、実習 IIにむけての心構えが出来る。

ー

回

数 授業計画又は学習の主題

実習は8月～9月の間に2週間実施する。

・コミュニケーション関係が比較的可能な高齢者施設等を実習施設とし、利用者

とのふれあいを通じて、利用者のニードと介護の機能並びに施設職員の役割

について学ぶ。

• 2~4名程度の利用者との安定したコミュニケーションの中で、日常生活援助

について学ぶ。

・週2回実習担当教員が巡回し、サポートする。

・施設実習指導者とのカンファレンスの時間を持ち、実習の評価を行う。

SBO 

番号l学習方法・学習課題又は備考・担当教員
実習

【使用図書】 I く書名＞
実習ノート

＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

教科書
（必ず購入す
る書籍）

参考書
必要時推薦します。

その他の資料
＇随時配布いたします。

【評価方法］

出席及び実習態度

【履修上の留意点］

介護実習に向けては、実習指導 lの科目の中で準備したものを実際に行うものです。

決められた実習期間は休むことなく実習を進めなければなりません。

実習の諸注意については適宜お知らせします。
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